
 

 

とうぎんアプリ利用規定 

 

とうぎんアプリ利用規定（以下、「本規定」という）は、株式会社東北銀行（以下、「当行」という）が提供するアプリケーショ

ン「とうぎんアプリ」のお客さまへのご提供とお客さまのご利用の条件を定めるものです。 

 

１．（サービスの内容） 

 (1)「とうぎんアプリ」で提供するサービス（以下「本サービス」という）とは、お客さまのインターネットに接続および閲覧

可能な高機能携帯端末（以下「スマートフォン」という）にダウンロードされた当行所定のアプリケーション（以下「本ア

プリ」という）を使用して当行所定の口座情報等を閲覧・保存できるサービス、位置情報等を利用した情報発信サービスお

よび料金払込みサービス等をご利用いただけるサービスです。なお、本サービスを利用できるスマートフォンは、当行所定

の機種（以下「指定機種」という）に限られます。 

(2) 本サービスの利用は、日本国内に限られます。 

２．（規定への同意） 

本規定および「とうぎんインターネットバンキング規定」にご同意いただけないお客さまは、本サービスの利用も本アプリのダ

ウンロードもできません。 

３．（ご利用条件） 

お客さまは、本規定および「とうぎんインターネットバンキング規定」にご同意いただいた上で、以下の条件を全て充足する場

合に限り、本サービスを利用することができるものとします。 

(1) 当行の普通預金口座をお持ちで、キャッシュカードをご利用されている個人のお客さまであること。事業用途でのご利用は

本サービスの対象外となります。 

(2) あらかじめ本アプリをお客さまのスマートフォン等において利用できる状態にしておくこと。 

(3) 後述の「アプリ暗証番号の登録」に基づく暗証番号の登録が完了していること（但し、位置情報を利用した情報発信サー 

    ビスのみを利用される場合は、この限りではありません）。 

(4) 後述の「本人確認」に基づく本人確認が完了していること（但し、位置情報等を利用した情報発信サービスのみを利用され 

    る場合は、この限りではありません）。 

４．（アプリ暗証番号の登録） 

お客さまは、本サービスをご利用になる際に、あらかじめお客さまのスマートフォンより本アプリのご利用に必要な暗証番号（以

下「アプリ暗証番号」という）を本アプリに登録するものとします。 

５．（本人確認） 

本サービスのご利用における本人確認は、お客さまのスマートフォンから当行に送信していただく口座番号・生年月日・キャッ

シュカード暗証番号を当行が照合することにより行います。但し、位置情報等を利用した情報発信サービスのみをご利用される

場合は、この限りではありません。 

６．（ご利用いただけるサービス） 

 (1) 登録口座の照会サービス 

① 当行所定の手続きでご登録いただいた口座の残高、入出金明細の口座情報を照会することができます。 

   ② 残高等の口座情報は当行所定の時刻における内容であり、お客さまが口座情報の照会を行った時点での内容とは異なる場 

      合があります。これに起因してお客さまに損害が生じた場合、当行は責任を負いません。 

  ③ ご照会いただける入出金明細の内容は、当行所定の期間内のものとなります。 

(2)  入出金通知サービス 

スマートフォンの機能（任意のタイミング）により、本アプリで自動的に口座の取引明細をチェックした結果、新たな明細 

がある場合は、スマートフォン上に通知メッセージを表示します。なお、スマートフォンの設定状況によっては表示されな 

い場合があります。入出金通知を許可しない場合は、設定画面より変更が可能です。 

(3) プッシュ通知サービス 

① 当行はアプリ利用者に対し、ウェブサイトおよびプッシュ通知機能を利用してキャンペーン情報、各種情報・広告等を提供 

します。 

② 当行は、ウェブサイトおよび利用者へ配信するプッシュ通知に、広告もしくはアンケートなどを挿入することができるもの 

とします。 

③ プッシュ通知はスマートフォンの位置情報と連動してお知らせを通知する場合があります。プッシュ通知、位置情報の利用 

を許可しない場合は、設定画面より変更が可能です。 

(4) 料金払込みサービス 

登録口座より、指定する金額を引落しのうえ、当行所定の収納機関に対する税公金等を納付することができます。 

① 当行は、払込みにかかる領収証書（領収書）を発行致しません。収納機関の納付情報または請求情報の内容、収納機関での 

収納手続きの結果やその他収納に関する照会等については、収納機関に直接お問い合わせください。 

② 払込みの利用時間は、当行が定める利用時間内としますが、収納機関の利用時間の変動等により、当行の定める利用時間内 

でも利用できない場合があります。また、利用時間内であっても、払込依頼に対して当行が収納機関に内容を確認する等の 

際に当行所定の時間内での手続が完了しない場合には、お取扱いできない場合があります。 

③ 払込書の収納機関番号等の印字状態、スマートフォンのカメラでの撮影方法、利用環境等により「撮影して支払う」機能で 

取扱えない場合があります（その場合は、「手入力して支払う」機能をご利用ください）。 

④ 先日付の払込みの利用はできません。 

⑤ 当行または収納機関が指定する項目が当行所定の回数以上、誤って入力があった場合は、払込みの利用を停止する場合があ 

ります。払込みの利用を再開するには、必要に応じて当行所定の手続を行ってください。 



 

 

⑥ 収納機関から請求について所定の確認ができない場合には、払込みをご利用いただくことができません。 

⑦ 収納機関からの連絡により、一度受付けた収納について、取消となる場合があります。 

（5）振込・振替サービス 

① 振込・振替サービスとは、本アプリに登録した口座から当行または当行以外の金融機関の国内本支店の預金口座に、振込 

      または振替を行うサービスをいいます。 

  ② 本サービスの利用については、「とうぎんインターネットバンキング規定」4.（振込・振替サービス）に定める内容を適用 

      します。 

（6）ワンタイムパスワードサービス 

ワンタイムパスワードサービスとは、当行が指定する本アプリの一部のサービスのご利用時および「とうぎんインターネッ 

トバンキング」におけるご利用時やお取引時の本人確認に必要となる可変的なパスワードを生成するサービスをいいます。 

なお、本サービスでは「とうぎんインターネットバンキング規定」2．（利用資格および本人確認）に定める内容を適用しま 

す。 

（7）「とうぎんインターネットバンキング」への自動ログイン 

本サービスの利用登録が完了しているお客さまは、本アプリから「とうぎんインターネットバンキング」の各種取引画面へ

遷移する際に、「とうぎんインターネットバンキング」のログイン操作を省略することが出来ます。 

（8）スマート通帳 

当行所定の手続きにより本アプリにご登録いただいた普通預金口座の入出金明細を保存、表示およびファイル出力すること

ができます。また、入出金明細に、任意の文字等をメモ登録することができます。 

（9）目的別預金 

本アプリ上で開設することができる通帳やキャッシュカードを発行しない貯蓄預金口座です。お客さまが貯蓄目的ごとに、 

目標金額、目標期限等を設定のうえ、その進捗を管理することができます。 

７．（スマート通帳機能） 

(1)取引方法 

  スマート通帳は、原則として当行本支店窓口でのお取引はできません。 

(2) 預金の預入れ 

スマート通帳の預金口座にＡＴＭで入金できない大口の現金、硬貨等を受入れるときは、当行所定の書類に記入のうえ、本

アプリのスマート通帳表紙画面の提示とともに提出してください。ご提示がない場合、当行所定の振込手数料を申し受ける

場合があります。なお、手形、小切手、配当金領収証等その他の証券類の受入はできません。 

(3) 預金の払戻し等 

① スマート通帳の普通預金の払戻し、または定期預金の解約をするときは、当行所定の払戻請求書等に記名押印し、この預金 

   口座のキャッシュカードの提示とともに本アプリのスマート通帳表紙画面を提示のうえ提出してください。 

② 前号の払戻しまたは解約を行うことについて正当な権限を有することを確認するため本人確認資料の提示等の手続きを求 

めることがあります。この場合、当行が必要と認めるときは、この確認ができるまでは払戻等を行いません。 

(4) 預金口座の解約 

① スマート通帳の預金口座を解約する場合は、この預金口座のキャッシュカードの提示および本アプリのスマート通帳表紙画 

面の提示とともに届出の印章を持参のうえ、提出してください。 

② 前号の解約を行うことについて正当な権限を有することを確認するため本人確認資料の提示等の手続きを求めることがあ 

ります。この場合、当行が必要と認めるときは、この確認ができるまでは解約を行いません。 

(5) 通帳によるサービスについて 

スマート通帳の預金口座は、「自動機による振替入金」等の通帳によるサービスはご利用いただけません。 

(6) 通帳からスマート通帳への切替 

① お客さまは、当行所定の方法により、通帳をスマート通帳に切り替えることができます。ただし、お客さまが当行所定の 

   条件に該当しない場合は、切り替えることができません。 

② 通帳をスマート通帳に切り替える場合は、通帳は切替の手続きが終了した時点でご利用いただけなくなります。 

③ 切替時点で通帳に記帳されていない入出金の明細は通帳に記帳いたしません。当該明細は、スマート通帳でご確認くださ 

い。 

(7) スマート通帳から通帳への切替 

① スマート通帳を通帳に切り替える場合は、当行所定の切替申込書に記名押印のうえ、この預金口座のキャッシュカードの 

提示とともに提出してください。 

② スマート通帳を通帳に切り替える場合は、当行所定の通帳再発行手数料をいただきます。 

８．（目的別預金） 

（1）口座開設 

① 目的別預金口座は、当行が本サービスによるお客さまの依頼に基づき、サービス利用口座のうち、お客さまが指定する普通

預金口座を「紐づけ口座」として本アプリ上で開設できる貯蓄預金口座です。開設にあたっては、本アプリ上で所定の方法

によりお申込み手続きを行ってください。なお、開設できる目的別預金口座は１口座に限ります。 

② 目的別預金口座の取引店および届出印は、目的別預金口座を開設した時点における紐づけ口座の取引店および届出印としま

す。 

③ 目的別預金口座は通帳およびキャッシュカードは発行いたしません。 

   ④ 目的別預金口座は本アプリでのみご利用いただける口座です。 

⑤ 目的別預金口座の開設にあたり、当行は、お客さまごとに目的別預金用ＩＤ（本アプリ上で自動的に割り当てられる８桁の 

数字）を割り当てます。お客さまの目的別預金用ＩＤは、本アプリの「目的別預金」画面で確認できます。 

 



 

 

 ⑥ 目的別預金口座においては、その残高をお客さまの指定する目的ごとに分別管理することができます。なお、目的が特定さ 

れない残高については、「フリースペース」として管理します。 

（2）お取引の制限等 

① 既存の貯蓄預金口座を目的別預金口座へ切り替えることはできません。また、目的別預金口座を媒体発行方式の貯蓄預金口 

座へ切り替えることもできません。 

② 目的別預金口座への入出金は、本アプリを通じた紐づけ口座との間での振替に限定されます。当行本支店窓口やＡＴＭでの 

取引はできません。また、各種料金の自動支払口座への指定、給与・年金および配当金の自動受取口座としての指定、「と

うぎんインターネットバンキング」への登録もできません。 

（3）自動振替 

   ① 目的別預金口座では、目的ごとに、振替周期や振替日、振替金額を設定することができます。 

   ② ご指定の振替日には、設定した振替金額分の預金を紐づけ口座から目的別預金口座へ振替し、本アプリ上では振替した預 

       金を対象の目的へ入金します。ただし、振替により目的の残高が目標金額を超える場合には、超える部分の金額は「フリ 

       ースペース」の残高とします。 

   ③ 同一日に複数の振替が行われる場合、合算した金額で紐づけ口座から目的別預金口座への振替を行います。 

   ④ 自動振替の登録・変更・削除は翌日から適用されます。 

   ⑤ 振替日を毎月 29 日～31 日に設定した場合で、当該日が存在しない月はその月の月末日を振替日として取扱います。 

   ⑥ 振替日が、1月 1日から 1月 3日にあたる場合、1月 4日に振替を行います。 

   ⑦ 以下の場合には、自動振替は行われません。 

    a.目的別預金口座の特定の目的残高（グループ預金が設定されている場合はその合計残高）が設定された目標金額に到達し

ている場合。 

     b.振替金額の振替時点において、残高不足等により紐づけ口座から振替金額が出金できない場合（紐づけ口座において貸越

することによる出金はいたしません）。 

     c.紐づけ口座が解約済みの場合。 

     d.紐づけ口座に関して支払い停止の届出があり、それに基づき当行が所定の手続きを行った場合。 

     e.紐づけ口座に関して、差押等やむを得ない事情があり当行が不適当と認めた場合。 

     f.その他当行が振替の停止を必要と認めた場合。 

   ⑧ 以下の場合には、以降の振替は行われません。 

     a.目的の残高が目標金額に到達した場合。 

     b.設定画面から振替設定を削除した場合。 

     c.目的を削除した場合。 

     d.本アプリの利用解除を行った場合または本アプリから目的別預金口座の解約を行った場合。 

  (4) グループ預金 

   ① お客さまが指定した特定の目的について、第三者と共同して、その目標金額に対する貯蓄をすることができます。（以下、

「グループ預金」といいます） 

   ② グループ預金の設定にあたっては、特定の目的を共有する第三者の目的別預金用ＩＤを登録してください。第三者が承認

することにより、グループ預金の設定が完了します。 

   ③ お客さまは、グループ預金が設定された第三者の目的別預金口座のうちグループ預金が設定された特定の目的の残高を確

認することができます。 

   ④ グループ預金が設定された第三者は、お客さまの目的別預金口座のうちグループ預金が設定された特定の目的の残高を確

認することができます。 

  (5) 目的別預金口座の解約等 

   ① 本アプリの利用解除を行った場合または本アプリから目的別預金口座の解約を行った場合、目的別預金口座は解約されま

す。ただし、お客さまのご利用状況によっては、目的別預金を解約できない場合があります。 

② 目的別預金口座の解約により、目的別預金口座内の残高は、全額紐づけ口座へ入金されます。 

③ 紐づけ口座の解約にあたっては、目的別預金口座の解約が必要です。 

９．（暗証番号等の管理） 

お客さまは、お客さまのスマートフォンが第三者の手に渡り、かつアプリ暗証番号を知られた場合には、当該第三者により本サ

ービスを不正利用されることによりお客さまの情報が外部に漏れたり、お客さまに損害が発生したりする可能性があることを十

分認識した上で、お客さまの責任においてスマートフォンおよびアプリ暗証番号を厳重に管理し、これらを第三者に貸与または

開示してはならないものとします。 

10．（スマートフォンの管理） 

  (1) お客さまは、本アプリをインストールしたスマートフォンが第三者に渡らないように厳重に管理するものとし、スマートフ

ォンが紛失・盗難に遭わないよう十分注意するものとします。 

  (2) お客さまは、本アプリをインストールしたスマートフォンがコンピューターウイルスや不正プログラムに感染しないよう十

分注意するものとします。 

11．（本アプリの初期化） 

お客さまは、当行所定の方法により、本アプリを初期化することができます。この場合、本アプリで保持している各種情報は消

去されますが、そのために生じた損害については、当行は責任を負いません。 

12.（免責事項） 

  (1) 機種変更、端末初期化、通信圏外時の利用、障害の発生その他のスマートフォンおよびその利用の状況、通信機械およびコ

ンピューター等の障害および回線障害ならびに電話の不通により、取引の取扱いが遅延もしくは不能となった場合、本サー

ビスに関して当行から送信した情報の伝達が遅延もしくは不能となった場合、または本サービスを利用し保存した情報・デ



 

 

ータが喪失した場合、それにより生じた損害について当行は一切の責任を負いません。 

  (2) 災害・事変等当行の責めに帰すことのできない理由、または裁判所等公的機関の措置等やむをえない事由により、本サービ

スの取扱いが遅延または不能となった場合、それにより生じた損害について当行は一切の責任を負いません。 

  (3) お客さまのアプリ暗証番号が第三者に使用されたことにより生じた損害について当行は一切の責任を負いません。 

  (4) 前各項において当行の責に帰すべき事由によりお客さまに損害が生じた場合、特別損害については、当行の予見可能性の有

無に関わらず、当行は一切の責任を負いません。ただし、当行に故意または重大な過失がある場合にはこの限りでないもの

とします。 

13.（権利帰属等） 

(1) お客さまは、本サービスに基づく利用者の権利を譲渡または質入れできません。 

(2) 当行は、お客さまによる本アプリのプログラムおよび本アプリに付帯する情報の転載・複製・転送・改変・リバースエンジ 

    ニアリングまたはこれらに類する行為を禁止します。 

14.（サービスの改廃・規定の変更） 

  (1) 当行は、本サービスの種類・内容を変更する場合があります。また、本サービス改廃のために一時的に本サービスのご利用

を停止することがあります。 

  (2) 本規定は、各種預金規定の定める手続きに従って変更することがあります。規程の変更日以降は、変更後の規定に従うもの

とし、この変更によって生じた損害については当行は一切の責任を負いません。 

  (3) 当行は、前各項に基づいて変更するときは、本規定を変更する旨、変更内容および効力発生時期を、当行ホームページにお

いて（変更内容がお客さまの一般の利益に適合する場合を除いて、あらかじめ）公表するほか、必要があるときにはその他

相当な方法で周知するものとします。 

15.（サービスの終了） 

(1) 当行は、当行の都合で本サービスを終了することがあり、この終了によって生じた損害について当行は一切の責任を負いま 

    せん。 

(2) お客さまがスマートフォンから本アプリを削除された場合は、本サービスの利用も自動的に終了するものとします。 

16.（顧客情報の取扱い） 

本サービスの利用に関し、当行はお客さまの情報を本サービスの提供、当行のマーケティングリサーチに必要な範囲に限り、当

行の関連会社、代理人、またはその他の第三者に処理させることができるものとします。また、当行は、法令、裁判手続その他

の法的手続、または監督官庁により、お客さまの情報の提出を求められた場合は、その要求に従うことができるものとします。 

17.（本サービスのご利用に際してのご注意） 

(1) 本サービスの利用および本アプリのダウンロードには別途通信料がかかり、お客さまのご負担となります（バージョンア 

    ップの際や本アプリが正常に動作しないことにより再設定などで追加的に発生する通信料も含みます）。 

(2) お客さまは、日本国政府および関連する外国政府の必要な許可を得ることなく本アプリを日本国から輸出してはなりませ 

    ん。 

(3) 本サービスを利用するためにお客さまがご利用になるスマートフォンを変更する場合には、旧スマートフォンから本アプ 

    リを必ず削除してください。また、スマートフォンを処分する際も、当該スマートフォンから本アプリを必ず削除してく 

ださい。 

(4) スマートフォンから本アプリを削除した後に、同一のスマートフォンで本サービスをご利用いただく場合には、再度、本 

アプリをダウンロードしていただいたうえで、アプリ暗証番号の登録を行っていただく必要があります。 

(5) 第三者の作成した類似アプリにご注意ください。スマートフォンをウイルスに感染させる目的の悪意ある本アプリと類似 

    したアプリが公開されている可能性があります。これらアプリを使用されると、お客さまの口座情報やスマートフォン内 

    の情報が漏えいする可能性があります。 

(6) スマートフォンのセキュリティ対策を行ってください。不正なアプリや不審なＷｅｂサイトの閲覧でウイルス感染や不正 

プログラムがインストールされる可能性があります。セキュリティ対策ソフトを導入するなど、セキュリティ対策をおす 

すめします。 

(7) スマートフォンを盗難・紛失された場合には、すみやかに、お客さまが加入している通信事業者（キャリア）へも連絡し 

回線停止のお手続きを行ってください。 

 (8) システムメンテナンスなどにより本サービスを利用できない時間帯がありますので、当行ホームページで確認してくださ 

     い。 

18.（規定の準用） 

本サービスに関し、本規定に定めていない事項については、当行の各種預金規定、カード規定、ローンカード規定、カードロー

ン契約書（当座貸越契約書）等当行の他の規定の定めを準用します。 

19.（準拠法・管轄） 

(1) 本ご利用条件の準拠法は日本法とします。 

(2) 本ご利用条件に基づく諸取引に関して訴訟の必要が生じた場合には、当行本店の所在地を管轄する地方裁判所を管轄裁判 

所とします。 

 

お客さまは、次の「個人情報のお取扱いについて」にご同意のうえ「とうぎんアプリ」を利用するものとします。 

 

（2026.7） 

 

 

 

 



 

 

 

 

個人情報のお取扱いについて 

 

当行は、お取引に伴いお客様の個人情報をいただいております。この書面はこのたびのお取引に伴い入手するお客様の個人情報

の保護とお取扱いにつきまして、個人情報保護法の規定に従いご説明するものです。 

１．個人情報に対する当行の基本姿勢 

当行は個人情報保護法の趣旨を尊重し、これを担保するために「個人情報保護方針」（プライバシー・ポリシー）「個人情報

取扱規定」「個人情報保護計画」を定め実行してまいります。 

２．当行が保有する個人情報 

  (1) 当行は、当行との取引に伴い入手した個人情報を有しています。 

  (2) お客様の個人情報は、当行のデータベースシステムに登録されます。当行データベースシステムに登録されるお客様の個人

情報は、お客様に交付した申込書写し若しくは契約書に記された個人情報、契約の履行に伴い発生する入金情報等です。 

3.お客様の個人情報の利用目的 

  (1) 各種金融商品の口座開設等、金融商品やサ－ビスの申込の受付のため 

  (2) 犯罪収益移転防止法に基づくご本人の確認等や金融商品・サ－ビスをご利用いただく資格等の確認のため 

  (3) 預金取引や融資取引等における期日管理等、継続的なお取引における管理のため 

  (4) 融資のお申込や継続的なご利用等に際しての判断のため 

  (5) 適合性の原則等に照らした判断等、金融商品やサ－ビスの提供にかかる妥当性の判断のため 

  (6) 与信事業に際して個人情報を加盟する個人信用情報機関に提供する場合等、適切な業務の遂行に必要な範囲で第三者に提供

するため 

  (7) 他の事業者等から個人情報の処理の全部又は一部について委託された場合等において、委託された当該業務を適切に遂行す

るため 

  (8) お客様との契約や法律等に基づく権利の行使や義務の履行のため 

  (9) 市場調査、並びにデ－タ分析やアンケ－トの実施等による金融商品やサ－ビスの研究や開発のため 

 (10) ダイレクトメ－ルの発送等、金融商品やサ－ビスの各種ご提案のため 

 (11) 提携会社等の商品やサ－ビスの各種ご提案のため 

 (12) 各種お取引の解約やお取引解約後の事後管理のため 

 (13) その他、お客様とのお取引を適切かつ円滑に履行するため 

＊ ダイレクトメ－ルの送付やテレマ－ケティングで個人情報を利用することについて、これを中止するようご本人よりお申し出

があった場合は、直ちに当該目的での個人情報の利用を中止いたします。 

以 上 

（2020.10） 


